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はじめに

　コロナ禍のなかで全国各地では、伝統ある祭礼
行事を中止せざるを得ない状況になっている。そ
のなかで、各地の保存会などでは次の世代へ伝承
するため、どのような課題が生じ、その課題に
ついてどのような取り組みがなされたのであろう
か。ここではそのひとつの事例として愛知県の「津
島天王祭」を紹介することにしたい。

１　津島天王祭りの概要

　愛知県津島市に鎮座する津島神社は、西の八坂、
東の津島と並び称される、厄災を退散させる信仰
の中心的な神社のひとつである。現在の祭神は建
速須佐之男命であるが、明治の神仏分離以前は牛
頭天王を祀るので、津島牛頭天王社と呼ばれ、東
海地方から東日本を中心に信仰を集めてきた社で
ある。
　この津島神社で一番重要な祭礼は、夏の時期に
数か月にわたって様々な神事や祭事がおこなわれ
る「津島天王祭」である ( 註１)。 その見処は特
色ある風流で飾る車楽と呼ぶ祭車が出る山車祭り
である。それは、７月第４土曜日の「試楽（宵祭）」
に旧津島５ヶ村（下構（本町４、５丁目）、堤下（本
町２丁目）、米之座（米町）、今市場（今市場１丁目）、
筏場（本町３丁目、横町）から出される提灯を半
円状に飾った巻藁船と、その夜の間に模様替えを
行ない、翌日曜日の市江車を加えた六輌の能人形
を載せた車楽船が登場する「朝祭」で構成されて
いる。
　「津島天王祭」の山車は船祭りである。さらに、
津島神社で行われる神葭に関する神事、そして祭
りの後に神葭を放流し流れ着いた場所で祀る神事
も含め、その内容は多岐にわたっている（註２）。
つまり、「津島天王祭」の行事は、「津島神社の神
葭に関する神事」、「津島五車の巻藁船と車楽船に
関わる祭車行事」、「市江車の車楽船に関わる祭車

行事」、これら３つの行事によって成り立ってい
るのである（図１、２）。
表１　天王祭行事表（津島神社）　

※令和３年度津島神社掲示看板より作成
月 日 曜日 時間 行事名 状況

7 月

10 日 土 13 時 斎竹渡し 本年中止

11 日 日
早朝 斎竹立 本年中止
9 時 神葭苅取場選定神事 本年中止

20 日 火 午後 一夜酒醸造
21 日 水 早朝 夜酒領賜

7 時半 神葭苅神事 本年中止
22 日 木 8 時 船分 本年中止

午前 神葭揃神事

23 日 金
午前 神輿飾 本年中止
20 時 稚児打廻 本年中止

24 日 土
10 時 神葭渡御祭 本年中止
21 時 宵祭 本年中止

25 日 日
0 時 大御饌調進祭
9 時 朝祭 本年中止

10 時 神輿還御祭 本年中止
26 日 月 0 時 神葭放流神事
27 日 火 16 時 神葭着岸祭

8 月
2 日 月 16 時 神葭祭
3 日 火 9 時

10 月 9 日 土 16 時 神葭納神事

　津島神社と津島五車は津島市、市江車は愛西市、
市江車の車屋の服部家は弥富市に所在する。関係
する自治体は三市にわたっているが、実質的に保
護に関与しているのは津島市と愛西市の二市であ
る。
　その行事は試楽と朝祭に出る車楽船を中心とす
るものである。それは国指定の名称である「尾張
津島天王祭の車楽舟行事」という名称からもうか
がい知られる。そのままユネスコの無形文化遺産
の登録名称にもなっている。更に車楽船は愛知県
の有形民俗文化財にも指定されているのである。
　「神葭に関する神事」は、津島神社の神事であ
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２　コロナ禍での対応
　津島神社で執り行われる神葭に関する神事は、
この祭事の根幹を成す神社行事であるので、コロ
ナ禍に関わらず例年の通りに実施された。朝祭り
前の火曜日に神前祭事などで使用される一夜酒を
醸造する神事である一夜酒醸造も予定通り行われ
た。しかし、本来ならば、翌水曜日の早朝に津島
神社拝殿横で一般参拝者にも一夜酒が振る舞われ
るが ( 一夜酒頒賜 )、人が集まり密になることを
避けるため中止となった。市江車の車屋である服
部家が祭り期間中に行なっている精進潔斎の慣行
は執り行われたというが（写真１、２）、津島五
車及び市江車の祭車行事は全て中止になった（註
３）。
　祭事を中止にした理由のひとつは、津島天王祭
りの巻藁船や車楽船を浮かべる会場となる天王川
公園の地形的立地にある。『津島町史』によれば、
天王川公園の名前の由来になっている天王川は、
元々木曽川の支流のひとつであった。天王川が、
明治 35 年（1902）に堰き止められ、後に天王
川の一部分が天王川公園の丸池として整備された

（註４）。この天王川の堤防の名残が公園周辺を取

るため津島神社が執り行う。津島五車の巻藁船、
車楽船に関わる行事は天王祭協賛会が中心に運営
を行っている。市江車の車楽に関わる行事は、市
江車保存会が中心になり運営されている。これら
の組織の橋渡しをしているのが天王祭協賛会で、
その事務局を津島神社の担当者が務めている。運
営組織の行政区画が複数にまたがるため各運営組
織の取りまとめを天王祭協賛会が担っているとい
うことも津島天王祭りの特徴のひとつと言えよ
う。
表２ 津島五車・市江車行事表
　※若山聡『尾張津島天王祭りのすべて』P60 より作成

津島五車 市江車
日 時間 行事 場所 行事 場所

土
6 船下ろし 天王川公園 船下ろし 天王川公園

13 斎竹立て 各町内
17 斎竹立て 東保町内

日
11 置物定め 車屋
14 花切・枝切 東保公民館

土 16 鉾剥ぎ 東保公民館
日 14 花付け 東保公民館

木
8 船分け 天王川公園

15 花付け 各車

金
16

お祓い 東保公民館
児打廻し

19 稚児打廻し 車屋

土

8 山上げ 天王川公園
献上品作り 車屋

13 飾り付け 天王川公園
16 星宮試楽 西保星宮

児行列 西保星宮

18 車屋出発
（18：30）

19 如意点火
20 迎え

出船（20：
45）

21 御旅所着
（21：30）

日

6 屋台起こし 天王川公園
7 飾り付け 飾り付け
9 出船 出船

鉾持飛び込
み（9:45）

13 山下ろし 山下ろし

写真１　祭り期間中の長屋門（服部家）

写真２　清火札（服部家）
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り囲んでいるためにすり鉢のような地形になって
おり、そのため空気の流れが滞りやすく人が密に
なりやすいのである。もうひとつの理由は、現在
の津島天王祭の運営費用は、地方自治体からの補
助金と企業をはじめ津島神社の氏子からの寄付で
賄っているため、周囲が納得をする形で祭りを開
催させなければならないという責任が運営側には
ある。このような事情から、完全にコロナの感染
を防ぐことができるという確証がないと祭りは開
催できない、という運営側の判断があったからで
ある。
　市江車は、津島五車と足並みをそろえ車楽船に
関わる祭車行事を中止にした。しかし、毎年愛西
市東保八幡社で祭りの前の金曜日にお祓いを行
なっているが、コロナ禍においては、東保八幡社
の月並祭に役員のみで執り行った（写真３）。そ
のお祓いは例年通りであれば市江車協賛会役員、
市江車保存会役員及び鉾持ち、奏楽団の団長が参
列するが、今回は祭事が中止になったので役員の
みが参列した。また、毎年行っている幕の虫干し
作業は、幕の補修も兼ねるので、例年通り 8 月 1
日から 7 日までの一週間、東保公民館で行われ

た。この時に紐が切れたり穴が開いている箇所が
ないか確認し、市江車保存会会員により幕の補修
をした（写真４）。囃子を担当する奏楽団の子ど
も達が着る衣装も、傷んでいる箇所がないか確認
をした後、樟脳を入れ替えた。特に子どもの体格
が昔と比べ大きくなっているため、近年では衣装
の大きさが合わなくなる傾向にある。そのため衣
装の大きさや丈の長さなどを確認し、今の子ども
たちの体格に合わないものは新調するか否かを話
し合った。
　祭車行事が中止になっても、衣装や幕類の手入
れは、祭りを継続するためには欠かすことができ
ない作業である。それは祭車行事を中止にしても、
止めることはできないが、そのことが周知されて
いないことも運営側の悩みになっている。

３　コロナ禍で見えてきた課題

祭事がコロナ禍で二年連続中止となった結果、
様々な課題が見えてきた。ひとつは、技術の継承
の問題である。津島五車の巻藁船、車楽船の組上
げ作業はマニュアルがない。そのため、毎年祝司
を務める業者が手配をする熟練の職人の手によっ
て行われてきた。職人の高齢化と人材不足はコロ
ナ禍以前からも問題になっていたが、祭事が実行
されないことで若い職人への技術継承ができない
という問題が生じた。コロナ禍で祭事が中止にな
り、毎年定期的にあった仕事がなくなったことも
業者にとっては大きな損失でもある。
　市江車の場合も津島五車の場合と同様で、組上
げ作業の手順にマニュアルはない。市江車保存会
の会員と、愛西市東保町の有志で組上げ作業を
担ってきた。ある保存会有志の話によれば、毎
年続けてきた作業であるからできることであった
が、コロナ禍のため二年の空白があると、手順を
覚えているのか、今までの手順通りにできるのか
不安に思っているという。
　前に述べた通り津島天王祭は、自治体からの補
助金と企業や個人の氏子、一般からの寄付金で運
営されている。そのため祭事が行われないことで
人々の関心が薄れ、これまで通りの寄付金が思う
ように集まらない可能性があることも懸念されて
いる。それは市江車も同様である。市江車は、市
江車保存会と、旧市江村（弥富市と愛西市の一部）
にある愛西市東保町の住民有志によって運営され

写真３　東保八幡宮でのお祓い

写真４　幕の虫干し作業
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ている。それは、市江車保存会も運営組織は東保
町が中心であるが、東保町の住民有志での活動で
あってムラの行事ではないため、先と同様のその
ような不安があるのだという。
　もうひとつの課題は、稚児の継承の問題である。
稚児には地面へ足を付けてはならない決まりがあ
る。津島五車の稚児は、肩車をすることができる
年齢の子どもが務める習わしとなっている。その
ため、稚児を務めることができる年齢は限られて
くる。少子化が進んでいる昨今では、稚児の成り
手を確保することは容易ではない。あらかじめ何
年か先まで稚児の順番を決めているところもあ
る。祭事が行われないとその順番をどうするかと
いう課題が持ち上がった。また、津島五車は稚児
を務めた子どもがお囃子を行うという慣例もある
ため、お囃子の継承にもかかわってくるのである。
　市江車の場合も、稚児は車屋である服部家の一
族の者が務めるという慣例がある。やはり、稚児
を務める年齢に限りがあることは津島五車と同様
である。市江車のお囃子は小学生の男子が担って
いるが、祭事が２年中止になっている間に、塾や
習いごとが優先になっている子どももいるため、
練習を再開させたときに、どれだけの子どもがあ
つまるのかわからない不安があるという。

４　課題への取り組み

（１）稚児参拝行事の実施

　前に述べた様に稚児の順番を遂行するため、令
和 3 年 7 月 25 日、津島神社で稚児参拝行事が実
施された。それは、津島天王祭りを内外にアピー
ルするためでもあった。
　既に紹介した様に、稚児は地面に足をつけては
いけない土ふまずの決まりになっている。そのた

め、稚児衣装に着替えた稚児を乗せた自家用車を
社務所の正面に止めると、父親や保存会の会員が
稚児を抱き抱えて移動させた（写真５）。拝殿ま
での移動は、人力車に稚児を乗せて行うことに
なった（写真６）。朝祭で市江車が先頭になるの
と同じで、市江車の稚児が最初に人力車へ乗り、
服部家当主が先頭に立ち市江車保存会役員と共に
拝殿に入り参拝が行われた。毎年稚児に手渡され
る感謝状が津島神社宮司から稚児に手渡された。
市江車の稚児の参拝が終わると、当番車の今車か
ら祝司を先頭にして人力車に稚児を乗せ稚児の父
母が付き添い拝殿に移動し、津島五車の関係者で
参拝がなされた。そして、市江車同様、毎年稚児
に手渡される感謝状が津島神社宮司から稚児たち
に手渡された。
　このような参拝行事が実施されたのは、稚児を
予定している子どもの身体が大きく成長すると稚
児を務めることができないため、これ以上稚児の
順番を引き延ばすことはできなかったからであ
る。その背景には、祭礼行事存続に対する篤い思
いがあったのである。

（２）内外への情報発信

　次の時代を担う子どもたちに津島天王祭に関心
を持ってもらうため、愛西市教育委員会と津島市
教育委員会との合同開催で「祭を学ぶ」講座が行
われた。それぞれの市内在住の小学４年生から
小学６年生までの子どもたちを対象に広報誌など
を通して参加者募集の告知がなされた。両市から
31 人の子ども達が参加した。
　６月 26 日には市江車保存会の協力のもと市江
車の花付け体験が行われた（写真７）。１回目の
講座ということで、事前学習のため愛西市教育委写真５　稚児の移動

写真６　人力車での移動
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員会の担当者による天王川と津島と市江の結びつ
きなど津島天王祭がどのような祭礼なのかという
内容の講義も行われた。当初の予定では、朝祭り
に観覧船に乗船し車楽船を観覧する予定であっ
た。祭車行事が中止になったために観覧船の乗船
は中止になった。この日に津島神社で祭礼屏風な
どの展示が行われていたので、津島市教育委員会
の担当者の案内で展示と稚児参拝の見学が行われ
た。当初の企画では、８月 28 日に第３回目の講
座として「神葭」と津島神社宝物見学が企画され
ていたが、コロナの感染拡大のため中止になった。

　令和３年 10 月 23、24 日に津島神社社務所で
「みたい！いきたい！話したい！尾張津島天王祭」
展が行なわれた（写真 8）。これまで津島神社社
務所には展覧会を行なうスペースがなかったが、
津島神社社務所が令和３年３月に新築され展示す
る場所ができたことから、津島神社が企画し、愛
西市教育委員会が主体で準備がされた。市江車の
鉾をはじめ大英博物館蔵の祭礼図屏風（複製）や
津島神社蔵の津島天王祭り関係の資料が展示され
た。また、津島五車のひとつ米町の祭幕の復元新
調事業で製作された祭幕の初披露も同時に行われ
た。

（３）市江車の取り組み

　市江車保存会では、祭車行事がすべて中止にな
り時間ができたため、これまでやったことはな
かったが、舟板のシロアリ駆除を行った（写真９）。
それは天王川公園車河渡近くにある車楽船の部材
などを収納してある倉庫の大掃除と並行して実施
された。令和３年７月24日の早朝から倉庫に入っ
ているものを全て外に運び出した。舟板はシロア

リ駆除専門業者に依頼してシロアリ駆除のための
薬剤散布を行なった。外に運び出した幕や道具類
は破損個所がないか確認をして虫干しを行った。

まとめ

　これまで紹介してきたように「津島天王祭」は、
三つの要素で構成されている。すなわわち「津島
神社の神葭に関わる神事」、「津島五車の巻藁船と
車楽船に関わる祭車行事」、「市江車の車楽船に関
わる祭車行事」である。この祭りは天王祭協賛会
が中心となり運営されており、祭りの歳費も自治
体からの補助金や一般からの寄付で賄われてい
た。そのため祭りの中止が続くと、人々の関心が
薄くなり、寄付が集まらなければ運営に大きな影
響を与えることが、ムラの歳費で行われるムラの
祭礼とは異なる点であった。
　コロナ禍のなかで行事のすべてを中止にするの
ではなく、津島神社の神事である「神葭に関わる
神事」と、市江車の車屋である服部家の精進潔斎
の慣例は続けられた。これらは、信仰の根幹にか
かわる行事である。祭事に中止の判断を下したの
は、人の過密を防ぎコロナを蔓延させないための

写真７　「祭りを学ぶ」講座第１日目
（愛西市教育委員会提供）

写真８　展覧会の様子

写真９　市江車の倉庫の大掃除
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苦渋の処置でありコロナ禍の特徴だと言えよう。
　巻藁船、車楽船の組上げに関わる技術の伝承や、
お囃子の担い手の人材不足は、コロナ禍以前から
問題になっていたことではあるが、コロナ禍にな
り、より問題が強く明白化したと言える。
　２年続けて祭事が行われていないため（津島五
車の巻藁船は天候不順のため合わせて４年もの間
中止になっている）、巻藁船と車楽船を組上げる
技術、お囃子、祭りの手順など、祭りを毎年続け
ていることで伝承されて来たものが、コロナ禍が
終わった時に従来通りできるのか地元には不安は
あるが、今できることを模索しながら祭りを継承
していこうとする姿は、津島神社への信仰が人々
のなかに今も息づいていることの表れである。今
後の行く末を見守っていきたいと思う。

（2022 年３月 30 日脱稿）

註
（１）　毎年７月第４土日曜日に執り行われる「尾張津島天
王祭」は、古く「津島祭」「津島の天王祭り」、「津島川祭」
などと称されてきた。他の地域の天王祭りと区別するため
今回の発表では「津島天王祭」と表記することにしたい。

（２）　津島天王祭の内容については、樋田豊氏が執筆し
た愛知県教育委員会編『無形の民俗資料　記録　津島祭』
1968 年に詳細な記録が書かかれている。しかし、年月の
経過で地域の住人の減少などから現状は変化しており、近
年の津島天王祭りの内容については、若山聡『尾張津島天
王祭のすべて』2016 年、風媒社や、『天王まつり－尾張
津島天王祭り・須成祭と全国の天王祭礼行事－』2017 年、
津島ロータリークラブに詳しい。今回の発表はコロナ禍の
津島祭天王祭りの対応であったので触れていないが、津島
天王祭りの概要がわかるものに鬼頭秀明「津島の天王祭り」

『第 17 回春日井シンポジウム資料集』2009 年 11 月、春
日井市教育委員会文化財課がある。

（３）　服部家の津島天王祭期間中の精進潔斎の内容に関し
ては、筒井正「祭りを支える人々―尾張の天王祭りと服部
家の関わりについて」『民俗学の調査堀田吉雄先生カジマ
ヤ―記念論文集』1995 年、伊勢民俗学会に詳細な内容が
記述されている。

（４）津島町編『津島町史（復刻版）』1973 年、名著出版、
707 頁。




